平成29年度金沢大学十全医学会総会・学術集会開催報告 by unknown
   67
【総会報告】
　平成 29年度  十全医学会総会次第
 Ⅰ・会　　長　　挨　　拶
 Ⅱ・庶　　務　　報　　告










　平成28年度 (第13回 ) 授賞者と研究題目は次のとおり
である．
　  加藤仁志先生






　1．会員数 (平成29年6月現在 ) 











　昨年 (平成28年6月23日 ) に開催された総会でのご
報告以降にご就任された評議員は
　学内 ) 横山　茂教授 (子どものこころの発達研究センター) 
 菊知　充教授 (子どものこころの発達研究センター) 
 溝上　敦教授 (泌尿器集学的治療学 ) 
　学外 ) 室野重之教授 (福島県立医科大学) が就任された.
　3) 定年退任評議員について
　　平成28年12月31日を以って 
 内潟安子先生 (東京女子医科大学糖尿病センター ) 
 木村　弘先生 (奈良県立医科大学 ) 
 小泉　潔先生 (東京医科大学八王子医療センター ) 
 橋本良明先生 (警察庁科学警察研究所 ) 
 馬場久敏先生 (福井医科大学 ) 
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十全講堂 には 303 名が参加し、学外からの 2 名の気鋭の
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　マウスにかぶれを誘発し，樹状細胞 (黄緑 ) とT細胞 








　筆者らは，この構造をinducible Skin Associated 




















 (左 ) 碁盤の黒目に用いるウルシによるかぶれの一例． (中 ) 
パッチテスト部の拡大写真．アレルゲンはほぼ均一に曝露さ
れているにもかかわらず炎症は均一に誘発されていない． 
(右 ) パッチテスト陽性部位の組織所見．表皮の浮腫 (＊ ) 
は不均一であり，また真皮には炎症細胞の集積 (矢頭 ) が認
められる．Scale bar, 100 mm.
図 2：かぶれの可視化





の構造を，inducible Skin Associated Lymphoid Tissue (iSALT)
と命名した．











































に与えられるエネルギー (Linear Energy Transfer: LET)，
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